
















　紀元前３千年紀は、シリアではほぼ前期青銅器時代（Early Bronze Age, EB 期）に相当する。




の変化を、ハービー・ワイスなどは「崩壊」と呼称し（Weiss et al. 1993: 995）、その背景につい
ては、地球規模の気候変動説（Weiss et al. 1993）を始めとして、さまざまな説が唱えられてい
るが、未だ解決には至っていない。ただ、多くの研究者が同意しているのは、この３千年紀末の
衰退の程度には地域差があるということである。また大規模な都市遺跡は、中期青銅器時代

































炭素年代測定の結果から長谷川敦章は３つのフェイズに分けている（Hasegawa 2010; Hasegawa 
2011）。一番古いフェイズ１は前3000年前後で、（少なくとも第２発掘区では）その後の断絶をは



























































































































（Lolium sp.）、タルホコムギ属（Aegilops sp.）、スズメノチャヒキ属（Bromus sp.）などは、ム
ギ畑によく随件する雑草である。
　次に、特に第１発掘区で多かった Astragalus sp. や Torigonella sp. といったマメ科（Fabaceae）
のクローバーの仲間や、同じくマメ科のプロソピス（Prosopis sp.）の実（破片）も多数出土し
た。特にプロソピス属は、ムギ類の収穫期とは結実時季が全く異なることから、雑草とは考えに
くい。従って、しばしばプロソピス属と共伴する Astragalus sp. や Torigonella sp. も雑草ではな
く、家畜の糞燃料に由来すると考えることができる（赤司 2009）。











物である（Otal et al. 2010）。ハマアカザ属は
ステップや畑、撹乱土壌によく生え、マツナ属












5824点 ） 出 土 し て い る（McCorriston 1995）。
セレンカヒエ遺跡でも、マツナ属4585点（野性
植 物 は 約16400点 ） が 報 告 さ れ て い る（van 













図 9　 TGA 出土のハマアカザ 
（Atriplex. タテ約４－ 4.5㎜）
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